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本書は、2007年の『スポーツで地域をつくる』、
2013年の『スポーツで地域を拓く』に続く第3弾であ
る。著者たちが長年提唱してきた「スポーツを活用した
まちづくり」が、スポーツ基本法の理念を具体化し、今
後の日本のスポーツ施策の具体的な方向性を示すもの
として、国、地方公共団体及びスポーツ団体等の関係
者が一体となって施策を推進していくための重要な指
針である「第3期スポーツ基本計画」（令和4年度～令
和8年度）において公的に明示されるまでに行ってきた
様々な活動の成果の集大成として著された。まちづく
り、地域づくり、地域の活性化のためにスポーツをどの
ように活用していくかを示している。

編著者の木田悟氏は、一般財団法人日本スポーツコ
ミッション理事長。内閣府地域活性化伝道師に登録さ
れ、博士（工学）、一級建築士である。

本書の構成は、はじめに、第I部　新たな時代の地
域づくり【第1章　スポーツ基本計画を「まちづくり、
地域づくり、地域の活性化」の視点からどう読み解く
か（木田 悟）、第2章　日本におけるまちづくり、地
域づくり、地域活性化の課題とスポーツ（木田 悟）、
第3章　地域づくりを主導する組織の役割と連携のビ
ジョン：スポーツコミッションの視点から（木田 悟）】、

［コラム］地方自治体における“スポーツによる地方
創生”の進め方：体制・財源からみる（井芹太郎（ラ
ンドブレイン（株））、［コラム］「スポーツ＝公園」　ウィ
ズ・コロナも視野に（町田 誠（（一財）公園財団常務
理事））、［コラム］スポーツに関わる法的責任（西脇
威夫（リップル法律事務所弁護士））、第II部　連携・
協働のプラットフォーム構築：まちと人の活性化ノウ
ハウ【第4章　地域づくりプラットフォームへの進化：
自立と連携がもたらす可能性と地域の未来（白枝淳一

（NPO出雲スポーツ振興21専務理事））、第5章　地域
資源の活かし方：フィルムコミッションとまちづくり

（関根留理子（NPOジャパン・フィルムコミッション
事務局長））、第6章　地域振興とスポーツツーリズ
ム：サイクルツーリズムの現在（野地教弥（（一社）
自転車キャンプツーリズム協会代表理事））】、［コラム］
スポーツに関わるホスピタリティ環境の整備（高橋 茂

（オフィスTAKAHASHI代表））、［コラム］インバウン
ドサイクルツーリズムと地域の活性化（岡 朗（（株）岡
ツーリスト代表））、［コラム］海外のサイクルツーリズ
ムの現状（間庭伸一（（一財）日本サイクリングネッ
トワーク理事））、［コラム］気象の変化を知ることは、
地域を活気づけ楽しませるネタ（平沼 茂（いであ（株）
バイオクリマ事業部））、第III部　人びとの生活に関
わっていく方策【第7章　地方小都市の挑戦：地域密
着型スポーツクラブの射程と実践（関口昌和（（一財）
どんぐり財団代表理事）・木田 悟）、第8章　生活のな
かの連携と協働：バレエを活用した地域コミュニティ
の活性化（新居彩子（日本スポーツ文化創造協議会理
事長））、第9章　障害者の可能性をひらくスポーツ

（信太奈美（東京都立大学健康福祉学部准教授））】、［コ
ラム］スポーツを活用したまちづくり、地域づくりに
おける戦略の重要性（小浦洋生（（株）コムテック地域
工学研究所取締役））、［コラム］スポーツの裾野を拡
げる（長谷川将平（長永スポーツ工業（株）事業統括本
部））、［コラム］武道ツーリズム（田口雅紀（スポーツ
庁地域スポーツ課課長補佐））、［コラム］サイクリズ
ムを推進しよう！（杉本武紀（（一財）日本スポーツコ
ミッション主席研究員））、第IV部　［座談会］まちづ
くり・地域づくりを如何に成し遂げるか：理念形成か
ら実践、そしてノウハウ構築へ（桑田健秀（NPO地域
総合スポーツ倶楽部ピボットフット理事長）・関根留
理子・野村昌司（（一財）日本能楽協会能楽師）、堀 
繁（東京大学名誉教授）／木田 悟［司会］）、おわり
に、となっている。なお、所属は執筆時のものである。
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「はじめに」で、各章の内容が簡潔に記載されてい
る。そして、第1章では、日本におけるこれまでのス
ポーツの位置づけや施策等の経緯を簡潔に整理する。
すなわち、「スポーツ」は「楽しむ身体活動」「遊び」
であるのだが、日本では明治以降長く学校教育の中で

「体育」、則ち「心身を鍛える身体活動」として展開さ
れてきたことを指摘する。2011年に策定されたス
ポーツ基本法では、体育ではないスポーツの存在を明
確にしようとしているとする。そのうえで、第1期・
第2期のスポーツ基本計画から第3期スポーツ基本計
画と進む中で、「スポーツを活用したまちづくり」が
明確に位置付けられ、深化してきたという。今後に向
けては、（1）スポーツを所掌する自治体の部局を教
育委員会から市民部局へ、そして体育からスポーツの
振興を、（2）「まちづくりの手段としてスポーツを活
用」という新たな視点を、（3）スポーツを幅広く身
体活動全体として捉えることが重要、とする。

第2章では、全総などの国土計画を振り返った上で、
スポーツを活用したまちづくり、地域づくり、地域活性
化のあり方や施策に資する方法等を探る。スポーツイベ
ントを開催すれば多大な経済的効果を発現する時代は
終焉したという。今後は、スポーツを行う、観る、支援
するなどから、地域情報の発信、地域のスポーツ振興、
国際交流の促進、青少年の健全育成、ボランティア・
NPO組織の育成、地域アイデンティティの醸成、地域
活動の促進（コミュニティの形成）、地域間・地域内交
流の促進という社会的効果を発現させる。そのために、
地域の自然環境を含む文化、歴史、あるいは関連産業
などの地域独自の資源と連携して、地域経済の活性化
につなげていくことを考えていかねばならないという。

第3章では、（一財）日本スポーツコミッションに
よるスポーツコミッションの定義「スポーツを活用し
てまちづくりや地域づくりを推進することによって地
域の活性化を図るという目的を達成するために、地域
において設立された組織、ないしは当該組織により営
まれる活動」が紹介される。アメリカに比して、日本
の「スポーツ」は今でも教育的要素が強く、施設も公
的施設が極めて多いことから、日本のスポーツコミッ
ションも公的な活動（＝まちづくり、地域づくり、地
域の活性化）に資する組織として位置付けたという。

第4章では、（一財）日本スポーツコミッションが

開催する研究会の常連で、島根県出雲市で活動する
NPO法人出雲スポーツ振興21の諸活動が紹介される。
特に、緑化推進事業（校庭等の芝生化）は非常に素晴
らしい取り組みだと感じた。地域で子どもを育てる
きっかけづくりを目指しているという。

町田誠氏のコラムでも指摘されているが、公園は不
思議な公共空間で、自分のイメージ通りの公園の利用
が妨げられると、苦情・クレームがくる。そうなる
と、公園管理者がたまらず禁止看板を立てまくる。公
園の管理もまだまだ保守的で、「一般の利用者」は公
園管理者がよく使うほぼ謎の概念だそうだ。そうする
と、こどもたちがのびのびとボール遊びもできないと
いう「文化的な社会」と言えない状況が生じる。「豊
かで素敵なコミュニティ形成、地域形成のために公園
があり、スポーツがある」というのだ。

第5章は、スポーツコミッションのお手本ともいうべ
き、フィルムコミッションについて、経緯、現状、今後
の課題が簡潔に示される。ハリウッドなどの映画製作に
かける事業費の規模が日本とはけた違いであり、経済
効果にも大きな差がある。そのような状況で、増大する
国内の作品支援が負担ばかり重くなっており、本来の
趣旨に立ち返る必要があるという指摘にははっとさせら
れた。第6章はサイクルツーリズムを例にスポーツツー
リズムについて説明がなされる。第7章では、広島県北
広島町における校庭の芝生化やソフトテニスクラブの誘
致や住民との交流などが紹介される。第8章は、バレエ
をきっかけとしたコミュニティ形成、第9章は障がい者
の可能性をひらくスポーツからの事例を紹介している。

第IV部では、景観などを専門とする堀繁氏が、ま
ちづくりでは観光も含めて地域にお金がおちる方策を
考えることが重要とし、その観点から関係者と突っ込
んだ議論を展開している。
「おわりに」で、編著者の木田氏が四半世紀にわたっ

て「スポーツを活用したまちづくり」を提唱・推進し
てきたことを振り返り、ここにきて、やっと、緒に就い
たとするが、まだまだ充分ではないという認識を示す。

地域活性化の今後にも大きな可能性を持つ、この
「スポーツを活用したまちづくり」について、「（一財）
日本スポーツコミッション」に関係する様々な方々が
結集して本書が出来上がった。この取り組みを知るた
めの最適な1冊として広く一読をお勧めしたい。
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